
食くらしの情報室 P6

生活必需品価裕， 6月のけんミデ

泊小学校で親子運動会
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＆新しく怠った外来~療草寺（~D質科前口ーカ）可・・・h
• 4用から官官2食された耳..咽喉科

巳：
1口f… 

企C・T（コンビュータ一体純断Rill影装種）室

泊 病院たナ〉な新装

' A広く怠った受付窓口の総会待合室

V近代的怠機微器具ガ並13i手術室

外
来
診
療
部
門
を
充
実

ー 町
立
泊
病
院
で
は
、
昭
和
閃
年
度
か
ら
2
ヵ

年
巳
わ
だ
り
、
外
来
診
療
部
門
、
放
射
線
部
門

（

C
－

T
の
導
入
な
ど
）
、
横
査
部
門
、
薬
剤
科

及
び
総
合
待
合
室
怠
ど
の
改
装
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。そ
の
問
、
泊
病
院
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

は
、
大
変
な
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
全
面
的
に
完
成
し
、
装
い
も
新
た
に

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
昨
年
の
産
婦
人
科
の
常
設
に
続
い
て
、

今
年
の
4
月
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科
を
常
設
す
る
な

ど
、
診
療
内
容
の
充

実
ガ
図
ら
れ
て
い
ま

す。
さ
ら
に
、
病
室
の

改
装
や
近
代
的
な
医

療
機
器
の
整
備
な
ど
、

地
鼠
医
療
の
中
枢
機

関
と
し
て
、
一
層
の

充
実
・
強
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

九
ベ
一

V昨年開通した泊・桜町織を走ると泊病院に

面白圃園田
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新

町
長

魚

任
期
満
プ
に
伴
う
町
長
選
挙
ガ
去
る

5
月
お
日
巳

行
わ
れ
、
新
町
長
に
魚
津
龍

一
氏
（
羽
歳
）
ガ
当
選

し
、
翌

5
月
お
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら

当
選
証
書
ガ
手
渡
さ
れ
ま
し
だ
。

選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
今
回
の
町
長

選
挙
は
、
5
月
初
日
に
告
示
さ
れ
、

午
前

8
時
半
過
ぎ
に

2
人
の
候
補

者
届
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
そ
の

結
果
初
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、

5
月
お
自
の
投
票
日

を
迎
え
ま
し
た
。

投
票
の
状
況
は
、

当
日
有
権
者

l
3、
8
2
2
人

投
票
者

1
2
、
2
0
4
人

投
票
率

8

8
・
2
9
%

と
前
回
（
昭
和
剖
年
）
の
選
挙
の

投
票
率

9

3
・
0
6
%よ
り

4
・

7
7
%下
回
り
ま
し
た
。

魚津龍一氏

学
雄童
進－~ 
校ーフ
のー
指ざ

き3
~？； 
げ翠
て開

宮
崎
小
学
校
は
、
昭
和
臼
年
に
県

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
学
童
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
縫
進
絞
め
指
定
を
受
け
、

地
域
社
会
で
の
心
の
ふ
れ
あ
い
と
、

自
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践

し
て
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
体
験
談
を
紹
介

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は

宮
崎
小
学
校

竹
谷
つ
む
ぎ
さ
ん

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
時
々
、
食

べ
物
が
食
べ
ら
れ
な
く
て
、

一
日
に

何
人
も
の
人
が
な
く
な
っ
て
い
く
僚

子
が
、
つ
つ
し
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

第8回
朝日町福祉団体スポーツ大会

は
ま
だ
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

身
近
な
所
で
親
切
を
し
て
あ
げ
た
い

と
思
い
草
す
。
私
は
、
親
切
も
り

っ
ぱ

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
先
エ
カ
ン
拾
い
や
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と

遊
ん
だ
り
、
山
の
せ

い
そ
う
、
浜
の

せ
い
そ
う
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。

私
の
い
ち
ば
ん
や
り
た
い
の
は
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
遊
ん
で
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

朝日町社会福祉協議会では，福祉団

体会員の社会参加とスポーツ緩輿を図

り，健康の保持地進と生活の明朗化を

促すとともに，団体相互の親睦を図る

ため，下記によ り第8回朝日町福祉団

体スポーツ大会を開催します。

日時 6月158 （日）午後 l時

場所 朝日町教育文化会館体育館

（｜日泊中学校）

続技種目 楽しい団体ゲーム等，賞品

はたくさんあります。

参加者 縞祉団体会員

その他詳細については，各福祉団体

の役員又は民生委員にお問い合わせを。

t』z

企海岸の清掃活動をする児童たち

泊朝日町役会構祉協踊舎は皆8んと需に地喝の
描祉向上 令白憎す描社団停です．

朝日町福祉セ〆タ一円 古田師団

私
の
家
に
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も

わね
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。
毎
日
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
た
り
、
わね

じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ご
は
ん

を
食
べ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
す

ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

対
す
る
親
切
だ
と
思
い
ま
す
。

受
カ
ン
や
ご
み
拾
い
な
ど
は
、
自

然
に
対
す
る
親
切
で
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
人
や
自
然
に

対
す
る
貌
切
を
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

津
氏

開
票
は
、
同

5
月
お
自
の
午
後

7
時
初
分
か
ら
役
場

4
階
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
候
補
の
最
終
得
票
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

町
長
選
挙

有
効
投
票
総
数｜
2
、0
5
6
票

魚

津

龍

6
、2
0
8
票

寺

崎

実

5
、8
4
8
票

－
町
長
選
挙

。

の状況

＼＼＼＼  当日有権者 投票者 投票率

男 6.391人 5.536人 86.62 。I.:

女 7,431 6.668 89.73 

計 13,822 12,204 ぺU 88.29 

票す支

砂昭和22年 4月21日生まれ

(39歳）。住所は朝日町道下

228番地。

砂拓殖大学政経学部卒業。

砂昭和57年8月から昭和61

年 5月まで朝日町議会議員

（一期）。総務教育委員会副

委員長，産業建設委員会副

委員長を歴任。

砂朝日町商工会理事，朝日

町商工会青年部長，富山県

商工会青年部連合会副会長

を歴任。

春
期
福
祉
募
金
に

ご
協
力
を

福
祉
募
金
は
、
恵
ま
れ
な
い
人
や

社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
を
待
つ
人
々
へ
の

助
け
合
い
と
福
祉
向
上
と
明
る

い
社

会
づ
く
り
に
活
動
す
る
民
間
福
祉
事

業
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
e

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
。

一
世
帯
当
り
募
金
内
訳

日
本
赤
十
字
社
費

3
0
5
円

県
議
国
神
社
参
賞
会
費

2
5
円

町
社
会
福
祉
協
議
会
費
（
前
期
）

1
5
0
円

合
計

4
8
0
円

6
月
末
日
ま
で

町
内
会
長
さ
ん
に
取
り

ま
と
め
を
わ
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

募
金
期
間

募
金
方
法

昭

和

印

年

度

実

績

福
祉
募
金

社
会
福
位
協
議
会
か
ら
皆
様
に
お

願
い

し
ま
し
た

ω年
度
の
福
祉
募
金

は
下
表
の
と
お
り
と
な
リ
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
広
〈
町
内
外
の
福

祉
協
叫
設
や
夜
宅
福
祉
活
動
の
推
進
に

役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

善
意
銀
行

朝
日
町
善
意
銀
行
で
は
、

ω年
度

に
、
前
件
も
の
滋
か
い
加
古
怠
の
憤
託

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

領
託
さ
れ
た
金
ロ
聞
は
、
恵
ま
れ
な

い
方
や
災
害
見
舞
い
と
し
て
贈
り
ま

し
た
。

＠ 朝日町箸怠銀行

(4月lI 日～5月10日）

とく名さんより

2,000同

と〈名さんより

10 ,000円

おり.，，とう
おたたかい窓

。三枚僑

。上横尾

朝日町善意銀行

昭和60年度取扱状況

区分 使i畠 件数 浄財（肉） 物品

一般 54 2,209,260 3 
預託
指定 16 835. 723 12 

（苦手術）

3十 70 3.044. 983 15 

一般 9 274,400 3 
貸出
指定 18 4,570, 723 3 ｛活用）

計 27 4.845, 123 6 

昭和60年度福祉募金実績

募金区分 依各世頼帯額 募金笑綴（同）

容日本赤十字社社資 295 1, 350. 895 

製金 緩国 神社 奉賛会資 25 118,975 

社会復祉協議会費 150 714,000 

秋共同募金｛街頭募金含む） 350 1, 666, 350 

製金 箆生同本業資金 30 142,830 

社会福祉協議 会費 150 714 .150 

歳未たすけあ い募金 300 1,720,455 

日本赤十字特別社員祉資 400.000 
ぷロ弘、 計 6,827,655 

－
昭
和
例
年
6
月
号
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生活必需品価格
4月分調査

）は前月比

nロ" 名 価 絡 平均

台 中所性用 380洗mt 剤
同 fIJ 
225 225 （ 淡斉i卜 ） (-2) 

テ＇＼シュペ ー パ ー 158 
158 

400枚紙箱入り） ( +13) 

トイ（故レッ トペーパー 198～298 264 紙ロール4倒組） ( +107) 

米 4,880 4，鈴0
（うるち米 ・自主流通米） ( 0) 

食 ，ミ ノ、
160～170 167 （普通品 ・l袋） ( 0) 

ヰ 肉 おO～420 393 
（中肉 ・ももlOOg) ( +13) 

豚 肉 168～190 176 （中肉 ・ももlOOg) ( + 3) 

・？ tr ン
150～358 232 ( l 1自） ( +28) 

芸品 J.lp 
195～200 198 (Mサイズ10倒） (-27) 

た
（普ま通品lねkg) 

ぎ 120 
120 
(-16) 

Ii' れいし よ 時8～298 210 
（普通品lkg (+11) 

キ
（普ヤ通品1ベkg) 

“J 
200～300 233 ( +26) 

人 参 500～600 533 （普通品lkg) ( +256) 

し よ ヲ れb
470～500 488 ( 1.8£ ピン入） ( +15) 

み そ 278～450 355 (.;IE.袋1kg) ( +37 

ソ 一 ス
178～200 186 （並・360mt) (+12) 

食 朗 j由
480～780 603 

（サラダr由・1.8£ ピン入り） (-163) 

n t由 1,242～1,260 1,251 ｛配途 ・180 （叩87)

ガ ソ ／ 
138～143 140 （無鉛レギラー・14掛売り） (-6) 

情醇
野菜は新のものがめ回り高値となりましたが，
灯油は先月に引き就き今月も値下がりし．他i立安
定的な価織で推移しました。

r:;!::市

昌

山

県

か

ら

一
員
”
に
、
鹿
熊
せ
つ
子
さ
ん
（
朝
日

町
殿
町

1
4
7
1
1
4
8
制

H
8
3

…
5
3
）
と
赤
川
笑
子
さ
ん
（
朝
日
町

川

職

員

採

用

試

験

を

実

施

…

荒

川

6
4
6
g

位。
2
0
1
9
）
が

い川

富
山
県
で
は
、
次
に
よ
り
職
員
の

…
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

剛
一

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

日

日
ご
ろ
の
消
費
生
活
に
関
す
る
閉

山山
川

上

級

試

験

…

題
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

州

0
申
込
受
付

6
月
日
日
ま
で

…
1
1
1
1
1
1
1
11
1
l
i
l
i－
－

W

o
一
次
試
験

7
月
初
日

（日）

…
高

等

技

能

学

校

か

ら

川
川

中
級
・
初
級
試
験

一
1
11
1い
［
l

iトぃ
1
1
1
1
1

叫

0
申
込
受
付

8
月
幻
自
か
ら
・
次
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

川
・

9
月

ω日
ま

で

一

マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
基
礎
コ
l
ス

川
柳

O

一
次
試
験

ω月
間印日

（
日
）

…

（プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
機
械
操
作

州

詳
し
い
こ
と
は
、
県
人
事
委
只
会

…
及
び
加
工
練
習
）
日
時

6
月
日
日

川

事
務
局
（

8
0
7
6
4
1

“16
1
…
i
お
日

教
材
料

5
、
0
0
0
円

叫
川

6
6内
線
3
0
7
）
へ
。

…
パ
ソ
コ
ン

（初
級
）

（機
械
の
基
本

山

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
…
操
作
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
の
概
要
と
基
本

川

富

山

県

笹

か

ら

…
文）

日
時

7
月
7
日
i
日
目、

教

山
3
い
1
1七
1
Uい
い
ド
！
ト
ト
i
l
l－

材
料

2
、
0
0
0円

州

警
察
官
を
募
集
し
ま
す

リ

電

気

工

事

｛試
験
予
備
議
習
）

（屯

－

h
い
1
1
11
1－
－

－

J

富
山
県
努
・
気
工
事
に
関
す
る
基
本
作
業
及
び
応

！

、

一

で
は
、
鮮の
Hm
…
周
作
業
）

日
時

7
月
凶
日

i
m
日

困
層

mv

一
宮
（
大
卒
）

…
教
材
料

5
、
0
0
0円

．
 

川
知

一

J
司」
R
r
h
F

一

を
募
集
し
て
…

0
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
5
降
初

』
，

・

一
い
ま
す
。

…
分
か
ら
8
時
却
分
ま
で
で
す
。

川
I
IBi

l
l
i－
－

L
資

格

…

詳
し
い
内
容
及
び
受
講
申
し
込
み

州
川

昭
和
鈍
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

ω
・
は
、
集
部
高
等
技
能
学
校
（
会
臼
l

川

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
…

0
2
5
1
）
ま
で
。

川

で
、
大
学
（
大
学
に
準
ず
る
教
育
機

…
1
1
1
11
1
11
1
1
1
1
1
1！
！

川

関
を
含
む
）
を
卒
業
又
は
、
昭
初
臼

…
ト

レ

ー

ド

フ

ェ

ア

委

か

ら

…酬

年
3
月
ま
て
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

・
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i

世
界
の
シ
ヨ
y
ピ
ン
グ
が
楽
し
め

川

受

け

付

け

一

る
「
と
や
ま
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」
を

川
川

昭
和
引
年
6
月
日
日
（
木
）
か
ら
…

6
月
初
日

（木
）
か
ら
却
日

｛日）

耐

7
月
9
日

（水
）
ま
で
。

い
ま
で
、
富
山
市
友
杉
の
富
山
産
業
展

伽

詳
し
い
こ
と
は
、
入
益
回
答
祭
器
（
8
…
示
館

（高
山
空
港
5
0
0
幻
東
）
で

い
剛
一
花
H
I
l
l
o
）
又
は
、
最
寄
り
の
…
開
催
し
ま
す
。

州

派
出
所
、
駐
在
所
へ
。

…

世

界
日
ヵ
国
の
飲
食
料
品
や
宝
飾

仰

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
…
品
、毛
皮
や
フ
ァ
ア
ン
ヨ
ン
グ

ツ
ズ、

川

県

民

生

活

課

か

ら

…
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
、
日
用
雑
貨
な
ど
の

川

1
1ト
l
r卜
γ
l
h
レ1
1
1
1
1
L
銘
口
聞
を
一
堂
に
展
示
、
即
売
す
る
一
方

川
酬

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け

．
県
内
の
優
れ
た
技
術
や
製
品
を
展
示
、

川
州

た
り
、
そ
の
知
識
の
普
及
を
図
る
た
一
紹
介
す
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
皆
さ

叫

め
の
H

富
山
県
消
費
生
活
地
方
相
談
…
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

§
 

1
1
1』窃

h
i
l
l
－

－

f

l

…

vチ
供
が
歯
ブ
ラ
シ
に
似
れ
た
こ
ろ
、

巴

周

旬

。

ん

ご

う

…

ぬ
み
が
き
を
ぞ
く
す
る
よ
う
に

H
U
M
I
l
i－
－

l
ul
…

気
を
つ
け
て
、
お
母
さ
ん
と

一
緒

子

供

に

多

い

虫

歯

一

に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

に

乳
歯
は
、
生
後

5
1
m
…

と
き
ど
き
は
ロ
の
中
を
の
ぞ
い

－E
F

ヵ
月
ご
ろ
か
ら
生
え
始
め
、
い
て
、
み
が
き
工
合
い
と
品
閉
め
状
態

旧
凶
ア

だ
い
た
い

2
歳
に
な
る
と
．
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

A

－

生
え
そ
ろ
い
ま
す
が
、
そ

い

iJ

？

｝ろ
か
ら
、
虫
歯
の
あ
一

暴
匝
－

m，
‘
品
目
凪

・2
・

る
子
供
が
柄
、
ぇ
、

3
政
泣
一

』

J

4

．‘．
S
E
l
a

－

－
 

4
4、

く
に
な
る
と
小
児
金
体
の

…

協
力
者
名

4
月
実
施
介

緬
噂

約
初
%
と
な
り
、
6
議
J

…
境
地
区

水
内
川
合
宴
、
氷
山
的
司
、

i

－
 

S
E
ろ
に
は
卯
%
以
上
に
も
な
…
水
島
良
子

り
ま
す
。

一
宮
崎
地
区

加
藤
幸
峰
崎
、
竹
谷
治

一

協
に
は
、
食
物
を
か
み
く
だ
い
た

…

水
島
利
晴
、
一
扇
谷
邦
英
、
佐
回
正

り

正
し
い
発
音
を
す
る
と
い
う
働

・

秋

き
が
あ
り
ま
す
が
、
虫
歯
が
進
行
す

…
笹
川
地
区

折
谷
秀
吉
、
長
井
光
敏
、

る
と
、
食
物
を
よ
く
か
む
こ
と
が
で
・
長
井
一
路

き
な
く
な
っ
た
リ
、
脳
酬
の
形
や
歯
並

…
泊
一
区

五
十
嵐
孝
雄
、
岡
洋
一

、

び
が
変
形
し
た
り
、
正
し
い
発
音
が
・
八
木
正
則
、
大
尚
喜
芳
、
背
島
幸

で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
た
め
、
乳

一

男
、
水
野
み
ゆ
き

働
か
ら
の
虫
歯
予
防
が
大
切
で
す
。

一
泊
二
区

山
崎
充
、
河
内
明
志
、
附

虫

歯

を

防

ぐ

に

は

…

本
邦
広
、
中
山
伸
夫
、
永
問
自
一子
、

歯
の
健
康
を
守
る
に
は
、
品
闘
の
芽
…
深
松
俊
校
、
水
島
義
武
、
寺
回
俊

が
作
ら
れ
る
妊
娠
中
、
歯
が
育
つ
離

…

夫
、
岡
本
正
、
野
村
悦
子

乳
刻
、
虫
歯
に
な
り
や
す
い
幼
児
期
、
…

泊
三
区

酒
井
博
明
、
長
谷
川
尚
生
、

永
久
歯
の
で
き
る
学
童
期
の
正
し
い
…
平
坂
真
由
実
、
谷
口
由
紀
子
、
長

食
生
活
と
歯
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
が

…

谷
宏
、
上
原
豊
、
右
井
弥
吉
、
小

大
切
で
す
。

…

坂

憲

央

歯

に

よ

い

食

物

…

五

箇

庄

地

区

西
村
伊
都
子
、
舟
見

で
き
る
だ
け
自
然
に
近
い
状
態
の

…

誠
悦
、
追
分
則
子
、
寺
田
山
然
、
西

も
の
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
小
魚
回
浩
明
、
長
谷
忠
則
、
鍛
治
智
一

や
ヰ
乳
を
多
く
取
る
と
と
も
に
、
ナ
・

南
保
地
区

中
嶋
栄
作
、
佃
明
美
、

ツ
ツ
な
ど
の
硬
い
食
物
、
繊
維
の
多
一
岩
井
智
昭
、
長
崎
美
知
代
、
長
谷

い
食
物
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一

弘
子
、
長
崎
和
子
、
長
崎
意
、
長

歯
を
清

潔

に

…

崎

友

行

食
事
の
あ
と
で
品
闘
を
み
が
く
習
依
…

山
崎
地
区

山
本
孝
志
、
湯
口
将
、
安

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

逮

郁
美
、
水
野
収
作
、

菅
島
進
、

V
歯
が
生
え
た
ら
、
さ
っ
そ
く
お
母
一
小
山
勝
志
、
水
野
光
雄
、
中
野
美

さ
ん
が
消
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
脱
脂
綿

・

雷
、
小
沢
政
憲
、
長
津
喜
代
二

で
ふ
い
て
や
り
ま
す
。

…
大
家
庄
地
区

水
島
宏
子
、
藤
田
い

v
l
歳
6
ヵ
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
食

…

づ
み
、
鍛
治
登
、
伊
藤
一
子
、
稲

事
の
後
、
自
分
で
歯
ブ
ラ
シ
を
持
…
垣
利
幸

た
せ
て
遊
ば
せ
ま
す
。

（
出
名
）

老齢基礎年金は改正法施行日 （昭和

61年 4月1日）において60歳未満の人

を対象にしています。今までの国民年金の老

齢年金と同様，65緩から支給されることにな

っていますので，繰りよげ支給の場合を｜徐け

ば，昭和66年から支給が闘始されることにな

ります。

なお，次のような人は．老齢基礎年金が適

用されないで．改正前の国民年金の老齢年金

又は通算老齢年金の支給妥｛牛が適用されます。

① 生年月日が大正15年4月1日以前の人

② 生年月 日が大正15~4 月 2 日以後の人てが

も施行日（昭和61年4月1日）の前日に厚

生年金等の老齢年金の受給維を取得してい

る人

i主， 老齢基礎年金の支給開始年齢は65歳です

が，改正前の老齢年金と同様．老齢基礎年

金の支給繰り上げ又は繰り下げが認められ

ています。

基礎年金はいつから支給されるよう

になるのですか。

問

ヨ自E
Eコ

－
く
ら
し
の
情
報
室

。

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
総

務
課
広
報
係
へ
。

ま
た
、
談
り
た
い
も
の
や
求
め
た

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
同
じ
く
総
務
課

広
報
係
（
企
部
H
1
1
0
0内
線
2

0
4番
）
ま
で
、
知
ら
せ
て
く
だ
さ

－

v
 

檀
間

nd
皐
A
F

す
’

h
F
オ
ー
ト
バ
イ

ク
レ
ジ

ッ
ト
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
自
分

の
購
入
し
た
商
品
の
代
金
を
ク
レ
ジ

y
ト
会
社
が
立
て
替
、
え
て
い
る
3
者

間
契
約
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

な
い
た
め
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

信
販
会
社
は
購
入
者
に
代
わ
っ
て
販

売
業
者
に
立
替
払
い
を
し
て
し
ま
っ

て
い
る
た
め
、
臨
購
入
者
は
、
販
売
業

者
で
な
く
、
信
販
会
社
に
支
払
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

商
品
を
送
っ
て
こ
な
い
の
に
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
請
求
だ
け
が
来
る
と
い
う

ケ

l
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

信
販
会
社
は
、
制
問
賦
購
入
を
あ
っ
せ

ん
し
た
だ
け
で
、
販
売
会
祉
の
ト
ラ

ブ
ル
は
関
係
な
い
と
い
う
主
張
が
通

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
田
年
比
月
に
制

獄
販
売
法
が
改
正
さ
れ
、
①
商
品
の

引
渡
し
が
な
い
、
②
見
本
や
カ
タ
ロ

グ
な
ど
と
迩
う
、
③
不
良

・
欠
陥
の

商
品
な
ど
の
場
合
は
、
あ
っ
せ
ん
業

者
へ
の
支
払
い
を
拒
否
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
（
た
だ
し
、
街
口聞

の
総
額
が

4
万
円
未
満
の
場
合
は
、

拒
否
で
き
ま
せ
ん
。）

と
に
か
く
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
販
売
等

で
疑
問
が
あ
れ
ば
、
岡
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

（
含
0
7
6
4
H詑
H
9
2

3
3
）
へ
。

－
昭
和
的
年

6
月
号

＠



スポーツ大会成績4月19日～5月18日

第2回住民
混成陸上競技大会

婦人が自ら企画運営した

ヒーチバレーボール大会

今年度は約40：‘堤を新設するもので．

の工事がfi'N Lます。

また. li•l じこの臼，笹川小学校では．

7：校からがJ2キロ総れた ＊山の釧φ の
手入h会｛J：ル＼児猿たちはl肥料jlliびゃ

うね作りlこ快いt干を流しました．

－
ま
ち
の
う
ご
き

＠

4 J129日．町民総合グラウンドで

陸上3級量産技大会が行われました．

二の大会は．定 ・投 －銚の3純

目を行い．その総合得点で愉i.／；を
競うもので.1J、．中学生・一般の市II
に ， 100~， 余りの多加がありました。

小学男子の部

l i.立 建部範行 （片山）

2佐竹内盟 （笹川）

3i立水仏総ー（下＼fl:.f)

小学女子の部

l f立山凹－）！（笹川｜）

2絞狩谷川駅 （月山）

3 f立大仏安芸チ （絞町）

中学男子の部

l{立悶矧)JI!!.（荒川 1丁目）

2 佼野村 ~2 （束三浦町）

3 i立小杉 /'i( .<jl:llff) 

中学女子の部

li立 小林幹チ（竹の内）

2 i.立松本時 （・( * t；（野）
3t立自JI'』E~ （舟Ill新）

一般 ・高校の部

l{古笠l品tM人 UJLii) 
2 I古．山本戊 (i.主岩崎）

3 Iv: ，~， 1：.~ Ji. •JJ.. （ド山新）

去る 3Jl30日．疑小学校でI克j也

区続人ビーチバレーポール大会が

l刻｛修さilました。

この大会＇;t.. 11-'i!~ 人自らが同人の

大会を~11lti ・ 混合し . i!E・:i＇，：ぷぷと

I也減に十＇Hざした払rl 人街並~JJを促進す

るこ とをIJ的として行わtLたもの

で、当日 ． 審判lや大会；＿！’~（·に婦人

たちは人：i市総でした。

5月16日
大家庄保育所が竣工

5月15日
笹川婦人消防隊が結成

このn.笹川財人消防隊の結成式が
行われましたが、式に先だち．午後5

時からfl引｜｜小学校で，そろいのl!ll)Jlliに

身を 1；·~めた隊U21人が． 放水，Jllお~の披認

をしました．

4月刊日
出生奨励金の第 1号

第13回町民
軟式庭球大会
( 5月11臼 ・総合体育館）

団体戦

準決勝 大家Ji:2 -I i（~ l区

治2IX: B 2 -I南保A

大家Ti;2 - I it'J 2区8

朝日中柔道部が優勝
第32回富山県柔道大会で

4 月 20H. 砺j皮，jj て’nam~ された

m32岡山山県柔道大会てヘ初日.，.

予校柔道泌が見事｛妥勝を来たしま

したc l•il l~IHふ初戦から圧勝． 決

勝てすま，~·：j I柑l!iffll 'I ’ ~1：校を ド し， H下

年に続き 2；事織をi主成しました。

部員一（oi)!;i, 8月6日．州If目T

で開催される~tf.-l縫中学本；u.;tt干

権大会で俊勝し全国大会w.織を
とf点留にJJJIJんでいます。

皆さんの泌緩を。

111：年のIOJJから，悠放していた大＊rt
保育所 （鉄筋コン クリー ト.＆：・＇I＜民主主．

延714.69il~ 万九）が完成し．この臼の

午後媛工式が行われました．

新しい保ff所（j.，大家庄保行所と野
中保育所を統合し． トップライト方式

やプレイルームをは期した近代的な他

殺となりました。

... ！＆水811順を銀Bする隊員たちA祝金を受け取るlf:J.!Jsさん

1'-N似のi:f:•lll(}t]i. ~主 さんが． ニの日 m3

1乙（ 2 !I:) I場fーちゃんの山’1:.J吊に米ら

れ.lllfが人1I J11JJO策の一環として4} J 

からスタートさせた「出生奨励金制度

の巡rnmi号となり，寺崎町長からr赤
ちゃんは町の3主です。 .1T..i.反主・fに符て

てくださいりとのメッセージを添えて．

枕金が下波されましたc

5月18日
境・宮崎海岸の清掃奉仕

こグ〉日’1:

前811与から．

一、山崎 ・与w止
「停－-:ti＇で，__, 
朝日町i車合

青年間と迎

合~rtl入会以

来守8ο人によ
り． 五iのifij.
水浴シーズ

ンを1狗lこ．

海岸rti婦がfl：が行われました

5月16日
赤川・東草野海岸で緩傾斜堤工事

この日.d1iJll . 来与野i~li~でー綬傾斜

堤」：・ftの安全祈願祭が行われました。
(1iJ itut:~の既設築防fは昭和30年代に築

遣さil, .t桁化と 1半に直」'f)J~で海に下

l）に＜ ~ 、h-ai;lll:だったため.i'I Ellに搬に
下りられる20%勾自己の緩傾斜ブロッ ク

4月30日
農村婦人の家・診療所が完成

山崎｛采行所前に建設していた農村村

人の＇＊と err」'f.山崎診療所が完成し．こ
の日~~..［；：~が行われました。 11lij施設は．

鉄筋 コンク リ ー ト 21；皆徳延 447-•il1j:: 

の合！JI：絡訟として建設されました。

V完成した鍵符婦人の家・山崎＆$B賢所

ヒiNひとみ .l'f・,j三3喜子・＊－IL
H革協111日壬 ・ itfii~路子剥l

決勝

個人戦

0男 rt音Ii
li:玄坂米ii·： ，（~ . Jjl＼孝信＊Jl
2 tv: 杉本1(;... 乙・肉杉U(J成純
O努（2部

l I立 腹餓 f氏・金井克量産組

2 I依新Iii敏雄 ・山閉登組

。女イ－

l i主：
2 f.立

一精柔道スポーツ少年団

3位に入賞
4 H I3H.日山rliで開Hi：された

全凶少年采;a大会の県大会で．当
町の－f~I 柔道スポーツ少年l·d （新

m紀久代ぷ）が健闘＇ 3tii：に入賞
しました。

同少年［·JIは ． 迎 3 回線~／を行っ

ています。チビッr三閉店IIにご）ii
後を。

お
す
こ

わ羽
川
誠
’

や
か
に

J

一
ノ
ん
イ
、
、

水
仏
敏
彦
長
女

尖
山
利
香

水

島

郭

吋

長

男

隼

人

竹
内
推
利
二
火
初

f

．卜
沢

浩

鮒

長

女

卑

拙
州
向
俊
雄
氏

k
a水

稲
川
刈
一
光
長
女

hm
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本
の
紹
介

「
し
か
け
絵
本
」
ハ
冊

借
成
社

あ
な
あ
き
、
き
り
ぬ
き
、
お
り
こ
み

：い

ろ
い
ろ
な
し
か
け
に
工
夫
を
こ

ら
し
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
楽
し
さ
は
パ

ツ
グ
ン
で
す
。
か
く
れ
た
も
の
を
位

し
た
り
、
次
は
何
か
と
考
え
た
リ
、
分

「朝日中学校柔道部友の会」 ~ 

事R臼町立中央図書館

か
り
や
す
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
子
供
た
ち
を
ひ
き
つ
け
て

政
し
ま
せ
ん
。

ひ
と
た
び
出
会
っ
た

f
供
た
ち
を
い
っ
ぺ
ん
に
本
好
き
に

し
て
し
ま
う
ユ
ニ

ー
ク
な
絵
本
で
す
。

こ
の
他
に
も
次
の
児
童
告
が
入
り

ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
ば
け
博
物
館

6
冊

同
士
社

ま
ん
が
伝
記
シ
リ
ー
ズ

泊
附

ま
ん
が
ひ
み
つ
シ
リ
ー
ズ

乃
間

昭
和
の

f
ど
も
た
ち

5
附

ハ

イ

コ

ミ

ッ

ク

名

作

は

冊

オ
カ
ル
ト
ノ
ベ
ル
ズ

8
附

学
習
研
究
社

あ
か
ち
ゃ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
の
絵
本

日
附

A
恨
の
旦
社

親
子
で
あ
そ
ぶ
あ
や
と
り
絵
本

3
冊

一

福

音

館
書
店

新
し
い
本

（小

説
）

旅

路

辻

真
先

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
は
お
待
ち
か

ね

赤

川

次

郎

三
毛
釧
ホ
ー
ム
ズ
の
感
傷
旅
行
亦
川
次
郎

松
本
清
張

村
上
春
樹

異
変
街
道
上
下

パ
ン
匝
再
製
鉄

（
一
一
般
書
）

地
に
伏
し
て
花
咲
く
店
尾
張
美
子

ド
ラ
キ
斗
ラ
の
花
嫁
三
浦
良
校

月
夜
の
サ
ン
ダ
ル
孫
ム
口
恵
子

わ
か
り
や
す
い
離
婚
の
法
伴稲
議

孝

滝
千
二
郎
作
品
集
会
問
巻岩
崎
書
店

以
色
H
本
切
手
間
鑓

1
9
8
7

円
本
邸
忽
協
会

会
初
巻

北
日
本
出
版
社

全
2
巻
ぢ
ょ
う
せ
い

山
白
木
行
人
ロ

rr全
集

全
国
博
物
館
総
覧

れ
ん
げ
爵
書
会
文
学
散
歩

朝日中学校柔道部は，flリ校以来県内
では常にトップを争う尖力を誇り，北

信越，全国にまでそのr.を知られてい
ます。H学年は，北信法大会で初優勝し

ましたが，今年｛ム全阪！大会出場を ｜ヰ

指 して.'uj:臼厳しいおu科に励んでい
ますε

ところで私たち柔道部友の会lム 2 
年前，r子供がどんなことをしているの

か知る とと もに，父母の述携を密に し

ながら，先とドーに視の考え方を聞いても

らおう」と，保護者会として結成した

のが始まりで， l年 1間的総会には，

ほとんどの会員が出席します。

また，瓦の合宿には．母親たちが食

卓の準備にかけつけます。しかも，我

が子の純何を見に来た I）.各大会の応

援にかけつける父母がfy／えており，先

生と札親！日j志，視と・rの理fWと親自殺
がいつのまにか子供たちの支えにな っ

てきているようて・す。

今後I常々活動内容を光尖し‘チ供た

ちの成長を見守 リ続けたいと思います。

－
昭
和
例
年
6
月
号

⑪

・五例rt：小学校へ. J-J山の西国あいさん
から同旗（5,000円相当） ，桜町の追分

lfh'iさんから国政（10,000同相当）の

寄附があ I）ま した。

・1問パ：小学校校友会さんから五箇l主小
学校へ．コピー機（387,000円相当）の

寄附があり ました。

・殿町のや＇IJ回｜径さんから山崎小学校へ．

ノ守一ソナルコンビューター（550, OOOfIJ 

相当）の笥附がありました。

・元山崎診療所運営委員会さんから町立

山崎珍療所及び朝日町熊本怜奇人の家へ，

ビューティサイクル2fl，背側1ぱし世l’
E祭器2fl ( 14,0001'！相当）の寄附があ

リました。

4月10日一5月9日

「一町への寄附日

II与

6
門
川
白
（
水
）

午
前
8
時
却
分

1

井
波
町

E基

所

鎗

の
4』
冨

留

日

時

6
月
見
臼

（水
）

午
前
日
時
1
ロ
時

一悩
紘
セ
ン
タ
ー
広
間

ぷ毒、
Zエ

場

V子供だちの練習を見守る友の会の皆さん

V
6
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で

す
。
長

い
雨
と
強

い
雨
は
、
土
砂
災

害
の
危
険
似
サ
で
す
。
V
と
こ
ろ
で
、

陰
暦
で
は
、

G
月
を
水
鉱
山
川
｛
み
な

づ
き

・
み
な
っ
き
）
と
い
い
ま
す
。

水
無
月
を
そ
の
ま
・
ま
読
む
と
、
水
め

な
（無
）
い
月
と
い
う
ζ

と
に
な
っ
て

し
ま
い
、
機
的
が
始
ま
る
円
で
あ
る

こ
と
を
考
、
え
る
と
不
思
議
な
気
が
す

る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
こ
の
「
な
」

は
本
来

「の
」
の
意
味
で
、
水
無
月

は
「
水
の
日
月
』

を
表
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
と
も
あ

れ、

水
無
月
を
「
災
害
総
…
片
」
に
す

る
た
め
、
ご
注
意
を
。

V
広
報
あ
さ

ひ
6
月
号
を
い
ね
届
け
し
ま
す
。

世帯数 5.090( +40) 計 18.656 ( + 18) 女 9.855( + 9) 男 8.801(+9) 〔5月1日現在の人ロ〕


